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・修士の結果の際に用いたものと似た手法 
　を使った大偏差原理の先行研究の存在

・パーシステント図の大偏差原理について 
　初めて得られた結果である
・パーシステント図の大偏差原理を示す際 
　の一般論を構築した

・稀な事象の確率を記述する大偏差原理に　 
　興味があったから

（ランダム方体集合の増大列から定まるパーシステント図の大偏差原理）

読書［ＳＦ小説］，筋トレ．美術館巡り，など　　　



用語の説明
ランダム方体集合

極限定理

パーシステント図

大数の法則   ( LLN )

中心極限定理 ( CLT )

大偏差原理   ( LDP )

典型的な値

典型的な値からのゆらぎ・ズレ

典型的な値から離れた状況と 
その確率

・

・

・

方体集合；

幾何学的対象の穴 
を生成消滅時刻で 
プロット

・

・・
・・
・
・

測度とみることも 
できる

・

・

・

格子上の正方形や立方体

：ハウスドルフ, ：正の数列，ここで， .

値確率変数列 が LDP をみたす
下半連続な関数
存在し，可測集合

が
に対し

任意の に対し，
がコンパクトなら， は良いという．

各基本方体上の分布 に以下を仮定
の集まり

定常性；
と

・ 格子点の平行移動 の
の分布は同じ．前後での

局所依存性；
は独立．

・ が十分に離れ
れば， と



主結果
定理（Hiraoka, Kanazawa, M., Tsunoda）
正規化された 次パーシステント図の過程 に対して
以下の良いレート関数で LDP が成立する，

証明の方針 ( 同値なLDPを遺伝させる )

 LDP  cf. 

射影極限の構成

？ ✗

： 上のコンパクトな台をもつ実数値連続関数全体
： 上のある特定の矩形領域



証明の概略
定義　　　　　　　　　　　　　　　　

大偏差原理としてみると同じにみえる（近似）

距離 をもつ距離空間

各 に対し， を確率空間， 値確率変数 と
はそれぞれ周辺分布が ， となる結合分布 に従うとする．

このとき， が の指数的良近似列であるとは，すべての に
対し， が 可測であり，

が成立するときをいう．同様に，このような確率空間 が構成
できるとき測度 は の指数的良近似列であるという．

と に対し，以下を示す．

は の指数的良近似列．



中心極限定理の証明や大偏差原理のより一般の測度への拡張
今後の展望
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を固定． は一様連続よりある が存在し，任意の
に対し ならば， が任意の で成立．

ここで，関数 の台を で表し， を と
をみたすようにとると，任意の

と に対し，

よって

これより


